
横手市社会福祉協議会

社協だより社協だより
横手市

みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

　６月９日（火）、横手養護学校や横手北中学校の生徒などが参加し、秋田ふるさと
村を会場に「花植え交流会」が開催されました。当日はあいにくの雨となりましたが、
参加した80名が協力しあいながら、100個のプランターにアサガオを植えました。
　地域のために役立つ喜びを感じさせたいとの願いが込められたこの活動から、多く
の交流の芽が出ることを期待しています。

今回交流会に参加した皆さん…横手養護学校中学部、横手北中学校福祉委員、ＮＰＯ法人太陽の園、
　　　　　　　　　　　　　　むつみ造園土木株式会社横手営業所職員、秋田ふるさと村職員

地域への想いが咲かす 喜びの花
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３ 社協だより

　平成26年度も、地域の皆様のご理解と温かいご支援・ご協力により、地域福祉
事業と介護保険事業等を進めることができました。厚く御礼申し上げます。
　今後も引き続き更なる福祉の充実をめざして参ります。

収
　
　
　
入

科　　　目 決　算　額
社協会費 17,799,380
寄附金 3,930,520
補助金 14,508,198
受託金 169,224,978
事業収入 1,011,550
貸付事業収入（償還金） 1,215,000
共同募金配分金 9,561,673
介護保険収入 1,556,469,711
利用料 18,237,861
自立支援費等 14,390,760
施設整備補助金 2,802,090,489
積立預金取崩収入 38,607,134
その他の収入（退職金収入含む） 49,866,183

合　　計　① 4,696,913,437

当期資金収支差額 ③＝①－②　 －11,792,980

前期末支払資金残高 ④　　　　 559,256,970

当期末支払資金残高 ⑤＝③＋④ 547,463,990

支
　
　
　
出

科　　　目 決　算　額
人件費（退職金含む） 1,315,998,212
事務費 90,322,950
事業費 332,530,074
貸付事業支出（貸付金） 85,000
分担金 93,700
助成金 13,262,500
負担金 4,538,824
固定資産取得支出 2,866,872,423
積立預金積立支出 38,607,134
その他の支出 46,395,600

合　　計　② 4,708,706,417

平成26年度
収支決算状況

（単位：円）

※横手市からの老人福祉施設譲与に伴い、施
設整備補助金収入並びに固定資産取得支出
が例年より大幅に増額となっています。

介

保
護

険
部
門

　

相
談
所
の
開
設
や
各
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
・
訪
問
対
応
な

ど
に
よ
り
、
市
民
の
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
な
ど
に
対
応
し
ま

し
た
。
特
に
経
済
的
な
困
窮
や

債
務
関
係
の
相
談
が
多
く
、
福

祉
資
金
の
貸
し
付
け
や
弁
護
士

に
よ
る
専
門
的
な
相
談
対
応
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
課
題
・
問
題
の

　
解
決
を
応
援
す
る

　
た
め
の
活
動

生

　

積
極
的
に
学
校
へ
働
き
か
け
、
専
門
性
を
活
か
し
た
福

祉
を
学
ぶ
出
前
事
業
や
交
流
事
業
な
ど
に
よ
り
福
祉
の
こ

こ
ろ
を
育
む
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
小
中

学
校
六
校
が
福
祉
教
育
活
動
推
進
校
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
童
・
生
徒
の
福
祉
活
動
へ
の

参
画
を
進
め
る
た
め
の
活
動

児

　

横
手
市
よ
り
五
つ
の
老
人
福
祉
施

設
を
譲
与
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
て
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

運
営
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護

保
険
事
業
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
事

業
に
お
い
て
も
、
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
護
保
険
等
事
業
・

受
託
関
係
事
業

介

福祉出前事業特養老人ホー
ム（憩寿園）

通所介護事業
所（大雄）

福祉教育活動
推進校

山内中学校の芝桜除草
ボランティア活動の様子

醍醐小学校（平鹿）での
障がい者疑似体験の様子

山内地域

平鹿地域

２社協だより

誰もが安心して暮らすことの　できる地域づくりを進めました
主な事業の報告と決算状況平成 26年度

地

福
域

祉
部
門

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
町
内
会
等
で
座
談
会
や
交
流

活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
情
報
把
握
の
ほ
か
、
孤

立
防
止
や
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
な
ど
を

進
め
ま
し
た
。
担
い
手
不
足
や
地
域
へ
の
無
関
心
な

ど
課
題
も
多
く
、
他
機
関
・
団
体
等
と
協
働
し
た
取

り
組
み
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
え
あ
い
活
動
や
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
進
め
る
た
め
の
活
動

支

　

横
手
市
か
ら
の
委
託
事
業
を
中
心
に
、

市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護
負
担
の

軽
減
に
努
め
ま
し
た
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
利
用
者
数
の
減
少
が
見
ら
れ
た

た
め
、
市
と
一
緒
に
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
一
部
地
域
で
は
新
年
度
か
ら
会
場
を

変
更
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
き
が
い
や

　
健
康
づ
く
り
と

　
介
護
者
の
負
担
軽
減
の

　
た
め
の
活
動

生
　

活
動
に
関
す
る
相
談

対
応
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
に
よ
り
、
活
動

の
普
及
や
啓
発
等
を
行

い
ま
し
た
。
年
々
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望

者
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

活
動
先
が
無
い
場
合
も

あ
り
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
調

整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
促
進
と

活
動
を
応
援
す
る
た
め
の
活
動

ボ

いきいきサロ
ン

福祉協力員活
動

除雪ボランテ
ィア

ボランティア
センターの運

営

ミニデイサー
ビス

ネットワーク
会議

大森地域の地域福祉活動応援事業
（下田地区 救急救命講習）の様子

十
文
字
地
域
の

ふ
れ
あ
い
農
園

作
業
の
様
子

横手地域

大雄地域

増田地域

雄物川地域
十文字地域

大森地域



５ 社協だより つながりを 育む言葉 ありがとう

５.26火 寺村いきいきサロン（横手）
　

黒
川
小
学
校
で
行
わ
れ
た
地
域

の
防
災
訓
練
に
サ
ロ
ン
で
参
加
し

ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る

消
火
訓
練
で
は
、
日
頃
の
交
流
の

成
果
が
発
揮
さ
れ
、
手
際
よ
く
消

火
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
が
広
く
普
段
な
か
な
か
会

え
な
い
人
も
い
て
、
毎
月
一
回
の

サ
ロ
ン
を
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
開
始
か
ら
十
五
年
、「
憩

い
の
場
」
と
し
て
今
で
は
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

り
、
本
当
に
サ
ロ
ン
を
始
め
て
良

か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

藤
原
寅
雄
さ
ん

代
表
世
話
人
…

薄井いきいきサロン いちご会（雄物川）
　

熱
中
症
予
防
や
事
件
・
事
故
防

止
な
ど
を
目
的
と
し
た
座
談
会
と

手
話
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
手
話
ソ
ン

グ
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
、
手
話
ソ
ン

グ
で
は
参
加
者
も
一
緒
に
手
話
に

よ
る
振
り
付
け
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
元
気
で
「
お
は
よ
う
」

の
あ
い
さ
つ
か
ら
す
ぐ
に
盛
り
上

が
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
懇

談
の
時
間
も
、
参
加
者
か
ら
の
話

題
提
供
を
き
っ
か
け
に
話
の
幅
を

広
げ
て
楽
し
い
時
間
を
つ
く
っ
て

お
り
、
い
つ
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

ご利用者の輪に入って盛り上げるたかはらさん

　６月17日（水）、雄水苑で行われた父の日会
のメインイベントとして、スーパーマーケット
よねや様のご協力のもと、『シンガーソングラ
イターたかはらてるお＆ほほえみシスターズ』
によるショーが行われました。
　たかはらさん自身が制作された「横手やきそ
ば音頭」をはじめ、昔懐かしの名曲を歌ってい
ただいたほか、そのメロディに合わせ踊りも披
露していただきました。最後には、ご利用者の
皆さんと一緒に歌われるなど、会場が一つと
なって大いに盛り上がりました。
　ご利用者の中には「懐かしい歌っこで昔を思
い出した」と、涙ぐまれている方もおり、少し
早い父の日の “プレゼント” を堪能されている
ようでした。

父の日会
父の日を芸能で楽しむ

雄水苑

山　内

い いき き
サロン

わたしの
まちの

　

六
月
十
五
日
、
青
少
年
育
成
横

手
市
民
会
議
と
地
区
の
民
生
児
童

委
員
が
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

６.11 木

前
澤
信
一
さ
ん

代
表
世
話
人
…

４社協だよりえがおって 言葉がなくても 伝わるね

　６月16日（火）と23日（火）、大森地域の自
立者支援通所事業において、無地のコースター
に好きな模様を貼りつけて作る “世界に一つだ
け” のオリジナルコースターづくりを行いまし
た。
　手先が器用なご利用者の皆さんは、手際よく
次々と作り上げ、この２日間で花の絵などが
飾られたコースター約100枚が完成しました。
この手作りコースターは、７月１日より社協が
運営する大森病院売店において、商品を購入さ
れた皆様にプレゼントしており、大変ご好評を
いただいています。
　「自分で作ったものがプレゼントになるのは
うれしい」とご利用者の皆さんも喜んでおり、
今後も他の事業とのタイアップを企画しなが
ら、皆様が笑顔になる活動を続けていきます。

心を込めながら世界に一つだけのコースターを作りました

緊張しながらも熱心に聞き取りを行っていました

自立者支援通所事業（ミニデイサービス）
事業連携でおもてなし

大　森

　６月10日（水）、増田高校農業科学科の２年
生８名が、お一人暮らしの高齢者を対象とした
アンケート調査のため、十文字地域のミニデイ
サービスを訪れました。
　この調査は、「自分たちが学ぶ農業を活かし
て地域に貢献したい」との想いから実施したも
ので、「普段困っていること」「自分たちにして
ほしいこと」など、今後の活動につながるよう
熱心に聞き取りを行っていました。また、ご利
用者も嬉しそうに答えながら、時には反対に質
問もするなど、若い世代との交流を楽しまれて
いるようでした。
　同校では、農作物の栽培や販売を通して地域
との交流を深めており、今回の調査により更に

「ふれあい」を深めながら、地域に貢献できる
活動へとつながることを期待しています。

増田高校生徒による調査訪問
自分たちにできる地域貢献活動を

十文字

横　手（デイサービスセンター康寿館）平　鹿

交  流  日  記

　

六
月
一
日
、
二
日
の
両
日
、
お

は
な
し
大
好
き
の
会
に
よ
る
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
お
芝
居
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訪
問

　

六
月
二
十
一
日
に
明
沢
地
区
で

行
わ
れ
た
防
災
訓
練
の
中
で
、
住

民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
の
作
り
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

横
手
市
土
砂
災
害
・
防
災
訓
練



　
『
み
ん
な
が
主
役
！ 

み
ん
な
で
つ
く

る 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
横
手
』を
テ
ー

マ
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
福

祉
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
七
日（
火
）
13
時
30
分
～
16
時

◆
開
催
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村
ド
ー

ム
劇
場

◆
内
容
／
式
典
（
各
種
表
彰
、
大
会
宣

言
）、
特
別
講
演

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
校

等
が
行
う
福
祉
活
動
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目

的
に
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
平
成
二
十
七
年
九
月
五

日（
土
）
10
時
30
分
～
13
時
30
分

◆
開
催
場
所
／
Ｙ２
ぷ
ら
ざ
（
に
ぎ
わ
い

ひ
ろ
ば
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）

◆
内
容
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、各
施
設
・

団
体
な
ど
の
活
動
展
示
な
ど

◆
参
加
費
／
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
）

※
催
し
物
な
ど
の
都
合
に
よ
り
時
間
や

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

施
設
や
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活

動
や
事
業
に
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い

た
い
等
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
お
手
伝
い
な
ど
は
対
象
外
で

す
。

◆
対
象
／
市
内
の
施
設
や
団
体
、
サ
ー

ク
ル
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
／

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36
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７ 社協だより

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
の
開
催

ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
受
け
入
れ
先
募
集

第
十
一
回

横
手
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

お
知
ら
せ
ノ
ー
ト

ありがとうございました
平成27年５月１日～６月15日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意
【十文字福祉センター受付】

● 艶歌嘉舞義会 様

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（吉　田）
● 田中ボランティアグループ 様
● 平鹿地域老人クラブ連合会 様
　　　　　　　　（平寿苑草刈隊）

【雄水苑受付】
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● アンダンテの会 様
● 樽見内保育園 様
● よこて市商工会女性部
　　　　　　 雄物川地区 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● たかはらてるお＆
　　　 ほほえみシスターズ 様
● 雄川大学 学生一同 様

【憩寿園受付】
● 神　原　　　實 様（西上町）
● 髙　橋　典　子 様（増田・石神）

● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● 十文字ライオンズクラブ 様
● ＪＡ秋田ふるさと
　　　　 女性部睦合支部 様
● 睦合婦人会 様

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 高　橋　立　子 様（石　町）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）　
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 堀　江　茂　寿 様（間明田）
● 佐々木　壽　一 様（雄物川・柏木）
● おはなし大すきの会 様
● 演歌クラブ会 様
● 金沢民謡同好会 様　　
● 大森コーラス蕗 様
● 艶歌嘉舞義会 様
● ハイレンデ・ムジーク 様

【平鹿福祉センター受付】
● 伊　藤　慎　一 様（下醍醐）
● 柿　﨑　太　郎 様（上藤根）
● 小　原　金　平 様（栄　町）
● よねや浅舞店 様

【雄物川福祉センター受付】
● 小　松　忠　彦 様（旭　町）

雄川大学の学生一同様よりティッシュを
ご寄贈いただきました
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次号（９月15日発行予定）
テーマは…「敬老」

　長寿へのお祝いや敬老に感
謝する気持ちを川柳にしてみ
ませんか。次号のテーマは「敬
老」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成27年８月21日（金）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

希望
テーマ

得
説く

解く

相談室

申請 横手市役所各地域局に「要介護認定申請」をします。

計画 ケアマネジャーと相談し、サービス計画を作成します。

調査 認定調査員がご自宅を訪問しご本人の心身状況などを
聞き取り調査します。

審査 調査結果を第１次（コンピューター）と第２次（専門家）
で判定します。

「要介護１～５、要支援１・２、非該当」のいずれかに
認定されます。決定

利用 各種介護サービスを利用できます。

申請から
利用までの流れ

Q 介護のサービス
を利用したいけど
どうしたらいいんだろう？
A 介護サービスを利用す
るためには、最初に「要介
護認定申請」が必要です。

Q どこに申請すればいいの？
A 横手市役所の各地域局で
申請ができます。

Q 申請には誰が行けばいいの？
A 本人や家族の他に、居宅介護支援事
業所（ケアマネジャー）が代行して申請
することもできます。

介護サービスを
 利用するためには
　何をしたらいいの？

もっと詳しく知りたい、
 どんな介護サービスが
　あるの？など、ご相談が
　ありましたらこちらまで…

横手福祉センター指定居宅介護支援事業所 TEL：0182－33－8779
平寿苑指定居宅介護支援事業所 TEL：0182－38－7012
雄物川福祉センター指定居宅介護支援事業所 TEL：0182－56－2077
西部指定居宅介護支援事業所（大森） TEL：0182－26－3274
十文字福祉センター指定居宅介護支援事業所 TEL：0182－55－2211
山内福祉センター指定居宅介護支援事業所 TEL：0182－53－3207

次回は…「訪問介護・訪問入浴ってどんなサービスなの？」
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横手市社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

ボランティア個人の活動から

　「道の駅十文字」でストレッチ体操やコーラ
ス、折り紙の各教室の講師としてボランティア
活動をされている柴田陽子さん。
　平成20年４月にスタートしたこの教室は、
オリジナルの体操メニューや手作りの歌集な
ど、独学で学んだ知識を活かした内容が好評で、
参加者からの評判もよく、地元の方以外にも、
近隣市町村や遠くは山形県からも訪れるなど、
柴田さんを中心に交流の輪が広がっています。
　道の駅での活動以外に、「コミュニティハウ
スね・ま～れ」ではストレッチ体操教室の講師
を務められているほか、読み聞かせボランティ
アの活動にも参加されるなど、ほぼ毎日がボラ
ンティア活動の生活を送られている柴田さん。
精力的に活動されている秘訣を尋ねると「楽し
く、無理なく続けること。人に教えるというこ
とは自分の勉強や励みになります」と教えてく
ださいました。
　みんなを癒す笑顔で輝く柴田さんのところ
に、ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

柴 田 陽 子さん（十文字） 佐々木　俊 一さん（増田）
　佐々木俊一さんは、国の重要伝統的建造物群
保存地区に選定された増田地域で、観光案内の
ボランティア活動をされています。以前から地
域を訪れた方に歴史や蔵のことを説明していた
佐々木さんは、３年前からこの活動を始め、現
在は地域の観光案内所「蔵の駅」で週４日、主
に少人数の観光客を中心に案内されています。
　昔を懐かしむ年配の方には地域の歴史などを
中心に、また若い世代には相手の地域の歴史を
尋ねながら、お互いの地域のことを一緒に学ぶ
ように接するなど、当時の繁栄を今に伝える町
並みや内蔵が多く残るこの地域にもっと関心を
持ってもらえるよう、相手に合わせた観光案内
を心がけられています。
　佐々木さんは、「話を聞いて喜んで帰った方
が、今度は家族や友人を誘って、また訪れてく
れることがとてもうれしい。この活動が多くの
方々が訪れる機会になるように続けていきた
い」とお話しくださいました。
　地域を愛する気持ちが、訪れる方をもてなす
活動につながっています。


